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霊長頬の調音 (構音)と発声器官との梢築の比
較機能形態学的研究は霊長規の系統進化を論ずる
うえで重要な器官のひとつとしてあげることがで
きる｡ヒトの有節言語の系統進化を論ずる基礎的
研究として,調音 (舌骨装置)器官と発声 (喉頭)
器官との構築に関する基礎的研究を行った｡
資料は主として日本モンキーセンター柴栖研究
所資料室の霊長規晒骨および液浸標本9科30属6.4
種,約300例の舌骨装置と喉頭標本を用いた｡生
体での舌骨装置と喉頭の構築分析には,ニホンザ
ルのオス,成獣を用い,筋電図法,Ⅹ緑映画投影
法による分析に供した｡
舌骨装置の底舌骨正中矢状断面の形状の観察結
果から,皿状型.ヒトの舌骨休と同型の舟状型,
杯状型および杯状型の特殊化した水差状型の四型
に分校することができた.舌骨装置の底舌骨と甲
状舌骨 (大角)の形状は,喉頭軟骨と喉頭腔声門
の形状に大きく関与し,とくに甲状軟骨と喉頭室
-52-
